
令和４年度福祉教育推進研修会 

目指すのは、“ひとりぼっちにしないまち”。 

開 催 要 綱  

 

１ 趣 旨 

新型コロナウイルス感染症の流行が長期化する中で、社会的な孤独・孤立の問

題は、より一層深刻さを増しています。 

自分たちの周りで起きている孤立や孤独の課題について、“自分事”として考え、

課題を抱える人たちを孤立させないために学校や地域で何ができるのか。 

本研修では、コロナ禍での「福祉教育」の意義を学ぶとともに、学校や地域で取り組ま

れている“ひとりぼっちにしないまち”に向けた実践を取り上げながら、支え合いの社会を

目指してどのような視点に基づいて実践することが必要であるか、共に考え、共に学び

合うことを目的として開催します。 

 

２ 主 催 

  社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 

 

３ 後 援（予定） 

  宮崎県教育委員会 

  宮崎県市町村教育委員会連合会 

 

４ 日程及び会場（２日間２会場） 

⑴ 県央会場 

    令和４年８月９日（火）  午後 1時から午後 4時（受付 12時 30分～） 

    若草 HUTTE（宮崎県宮崎市橘通東３丁目 5-33鈴木ビル） 

⑵ 日南会場 

令和４年８月１０日（水） 午後 1時から午後 4 時（受付 12時 30分～） 

コニーズカフェ（宮崎県日南市梅ケ浜２丁目１−３５） 

    

５ 定 員（対 象） 

各会場３０名程度（教員、住民、民生委員・児童委員、ボランティア、社会福祉協議会職 

員他本事業内容に関心のある方） 

 

７ 講 師 

  日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 准教授 小林 洋司 氏 

 

９ 参加費 

  無 料（１ドリンク付き） 

 

10 参加申込方法 

申込期限：令和４年８月２日（火）まで 

 ⑴ Ｇｏｏｇｌｅformｓでのお申し込み https://forms.gle/mwRfVm6JHbhnViyx5 

 ⑵ 別添チラシ裏面に必要事項を記入し、に下記事務局までメールまたはファックスでお

申込み。※先着順で締め切りとします。（締め切りの場合、本会ホームページに公表） 



 

８ 内 容 
（内容詳細については今後講師等との調整により変更となる場合があります。） 

時 間 内 容 
12:30～12:55 受 付 
12:55～13:00 オリエンテーション・開 会 

13:00～13:05 あいさつ 

13:05～14:20 

講義（７５分） 
「いのちとむきあう福祉教育」 

◆講 師  

 日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 准教授 小林 洋司 氏 

  社会福祉学部長補佐 日本福祉大学災害ボランティアセンター 副センター長 

2010 年、神戸大学大学院 総合人間科学研究科博士後期課程 修了(学術博士)。明石

市立高齢者大学校あかねが丘学園社会教育コーディネーター、関西大学非常勤講師、

神戸大学非常勤講師、兵庫大学短期大学部保育科の専任講師を経て、2017 年より日

本福祉大学へ。2018 年より現職。日本福祉教育・ボランティア学習学会特任理事。 

14:20～14:30 休 憩（１０分） 

14:30～15:00 

事例発表（各会場３０分） 
 

  県央会場  

 宮崎県立富島高等学校教諭 永池 枝里子氏 

 日向市社会福祉協議会主事 加藤 正憲氏 
  日向市社会福祉協議会の提案する『～「共に生きるチカラ」を育む地域福祉活動実践

プログラム～』をとおし、様々な地域の人との出会いや多様な生き方に触れてきた富

島高校「家庭クラブ」の生徒たち。「共に生きる」社会の実現に向けて主体的に活動

する生徒たちの様子などをお話しいただきます。 

 

  日南会場  

 コニーズカフェ 齋藤 美奈子 氏（「R.R.conys」代表） 
  「R.R.conys」が運営する、“障がいのある人もそうでない人も共に同志として働き、

社会貢献できる場”として 2019 年にオープンしたコニーズカフェ。カフェの他にも、

併設するドッグランや NPO 法人ハッピークレヨンの運営、障がいのある息子さんの表

現活動（絵画）など、精力的に活動をされる齋藤社長には、多くの方に知って欲しい

こと・伝えたい思いがあります。 

15:00～15:50 

グループ協議（５０分） 
 講義及び事例発表を聞き、各々が現在抱えている課題を共有し、学校と 

地域が協働することによって何ができるのか、共に考え、共に学び合う時 

間とします。 

・わたしが感じる地域における孤立や孤独についての課題 

 ・学校が取組んでいること、取組むべきこと 

 ・地域として取組んでいること、取組みたいこと 

 ・学校と地域で協力して取組めること 

 ・子どもたちが地域から学ぶこと 

◆進行 

 日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 准教授 小林 洋司 氏 

15:50～16:00 
まとめ（１０分） 
 日本福祉大学 社会福祉学部 社会福祉学科 准教授 小林 洋司 氏 

16:00 閉 会 



11 個人情報の取扱い 

市町村名、事業所名、氏名、役職を記載した参加者名簿を作成し、参加者に配布します。

その他、参加申込書に記載された個人情報につきましては、本研修の運営のみに使用し 

他の目的に使用することはありません。 

 

12 緊急時（荒天時）等の対応について 

  緊急時（荒天時）等により開催を中止すると判断した場合のみ、開催日前日の正午まで

に本会ホームページでお知らせしますので、御確認ください。 

 

13 駐車場について 

⑴ 県央会場（若草 HUTTE） 

    「Doまんなかモール駐車場」※の共通駐車券を 3時間分お渡しいたしますが、出来る

限り乗り合わせていただくか、公共交通機関を御利用いただくよう御協力をお願いしま

す。 

※ 詳しくはこちら https://domannaka.jp/products/list41.html（「Doまんなかモール」宮

崎市中心市街地商店街公式ページ）  

  

⑵ 日南会場（コニーズカフェ） 

会場正面 7 台+身障者用 1 台及び会場正面向かって右側の空き地にお停めください。  

駐車台数に限りがあるため、出来る限り乗り合わせでお越しいただくようお願いしま

す。 

 

14 留意事項 

  参加者の皆様には、以下の御協力をお願いしております。あらかじめ御留意くださいま

すようお願いします。 

  ・ 発熱等の風邪症状がみられる場合は参加を見合わせてください。（状況によっては

参加をお断りすることがあります。） 

  ・ 参加にあたっては、マスクの着用・手指の消毒・咳エチケットの励行など感染症予防

対策に御協力ください。 

  ・ 会場では、休憩時間等に窓等を開放し、換気を行います。 

  ・ 参加者数を制限して可能な限り受講者の離間距離を確保しています。休憩時間につ

いても一定の距離を保つようにお願いします。 

  ・ 万一、参加者の感染が確認された場合で、保健当局において、他の受講者が濃厚

接触者に該当すると判断された場合、参加者の連絡先等の情報提供が要請される場

合があります。公益性の観点から、このような要請があった場合は、保健当局等に対

して情報提供をさせていただくことがありますので、あらかじめ御了承ください。 

  ・ 感染状況の推移及び借用会場の都合等により、急遽開催を延期又は中止させてい

ただくことがありますので御理解・御協力をお願いします。 

 

15 参加申込み先及び問合せ先（事務局） 

社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会 地域福祉部  

地域・ボランティア課（宮崎県ボランティアセンター）／担当：井原 

〒８８０―８５１５ 宮崎市原町２－２２ 宮崎県福祉総合センター内 

TEL：０９８５－２５－０５３９ 

E-mail：m-wakimoto@mkensha.or.jp 
 

https://domannaka.jp/products/list41.html


 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


